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縮
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東
ア
ジ
ア
は
、
今
日
の
世
界
の
中
で
、
出
生
率
が
最
も
低
い
地
域
と
な
っ
た
。
台
湾
、
香
港
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
日
本
の

最
新
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
T
F
R
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
・
〇
三
（
二
〇
〇
九
）
、
一
・
〇
六
（
二
〇
〇
八
）
、
一
・
一
九
（
二
〇
〇
八
）
、

一
・
二
八
（
二
〇
〇
八
）
、
一
・
三
七
（
二
〇
〇
八
）
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
南
欧
諸
国
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
国
々
が
、
一
・
三
を
下

回
る
出
生
率
を
記
録
し
、
「
最
低
水
準
の
低
出
生
率
（
一
〇
≦
Φ
ω
二
〇
≦
鴎
臼
け
費
昌
）
」
（
日
本
で
は
超
低
出
生
率
と
訳
す
）
と
い
う
表
現
を
与
え
ら

れ
た
が
（
H
（
O
げ
一
Φ
鴨
　
①
什
　
四
点
　
b
⊃
O
O
b
ひ
）
、
現
今
の
東
ア
ジ
ア
は
そ
の
水
準
を
さ
ら
に
下
に
突
き
抜
け
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
や
東
ア
ジ
ア
は
「
持
続

不
能
社
会
」
の
集
合
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
っ
た
い
そ
の
原
因
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
二
次
人
口
転
換
理
論
（
島
①

ω
①
o
o
巳
α
Φ
日
。
α
q
鑓
づ
三
〇
爲
碧
ω
三
8
爵
Φ
o
曙
）
で
は
、
低
出
生
率
は
個
人
主
義
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
が
知
ら
れ
て
い
る
が

（
い
Φ
ω
昏
器
α
q
冨
目
㊤
⑩
H
　
〈
雪
結
H
（
墨
お
。
。
刈
）
、
東
ア
ジ
ア
も
同
じ
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
論
文
の
第
一
の
問
い
は
、
東
ア
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
岡
様
な
第
二
次
人
口
転
換
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
よ
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
問
い
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
低
出
生
率
は
個
人
主
義
を
原
因
と
す
る
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
こ
の
論
文
は
二
つ
の
方
法
を
採
用
す
る
。
第
一
は
、
出
生
率
を
よ
り
広
い
社
会
的
文
脈
の
も
と
に
置
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ジ
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と
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い
て
見
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
次
人
口
転
換
は
、
出
生
だ
け
で
な
く
婚
姻
に
関
す
る
変
化
も
含
ん
だ
現
象
で
あ
る
。
婚
姻
に
関
す
る
変
化
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
差
異
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
今
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
比
較
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
間
比
較
だ
け
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の

地
域
内
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
の
原
因
解
明
に
努
め
た
い
。
こ
の
論
文
の
鍵
と
な
る
の
が
、
「
圧
縮
さ
れ
た

近
代
（
8
奪
讐
Φ
ω
ω
Φ
射
場
。
留
羅
凶
畠
ご
（
O
冨
轟
ち
8
＞
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
は
、
か
く
も
急
速
に
達
成
さ
れ
た
近
代
化
の
有
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
分
析
す
る
た
め
に
、
韓
国
の
社
会
学
者
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ソ
ス
プ
（
張
慶
璽
）
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
時
間
的
圧
縮
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
過
程
の
複
雑
さ
が
、
東
ア
ジ
ア
各
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
政
策
の
方
向
づ
け
に
反
映
さ
れ
、
そ

れ
が
東
ア
ジ
ア
の
現
在
の
社
会
状
況
を
形
成
す
る
の
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
。

東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
超
低
、
極
低
出
生
率

　
一
・
一
　
束
ア
ジ
ア
内
に
お
け
る
多
様
性

　
第
一
に
、
東
ア
ジ
ア
の
様
々
な
社
会
を
人
口
学
的
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。
「
東
ア
ジ
ア
」
の
指
し
示
す
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
最

近
で
は
二
通
り
の
用
法
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
王
国
、
韓
国
、
日
本
と
い
っ
た
国
々
を
指
す
伝
統
的
な
言
い
方
で
あ
り
、
よ
り
限
定
的
な
範

囲
を
さ
す
狭
義
の
用
法
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
狭
い
意
味
の
東
ア
ジ
ア
」
と
東
南
ア
ジ
ア
の
両
方
を
一
括
し
て
指
す
用
語
法
で
あ
る
。
こ
の

広
い
地
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
を
形
成
し
た
地
域
と
は
違
っ
て
、
政
治
的
あ
る
い
は
文
化
的
に
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
は
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
形
成
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
後
者
の
広
い
意
味
で
言
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
言
語
、
宗
教
、
親
族
組
織
、
ま
た
そ
の
他
の
要
素
に
お
い
て
も
、
広
い
意
味
で
の
東
ア
ジ
ア
は
、
極
め
て
多
様
な
地
域
で
あ

っ
た
。

　
現
今
の
出
生
率
を
見
て
も
、
東
ア
ジ
ア
は
罪
常
に
多
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
（
T
F
R
）
は
、
お
よ
そ
一
・
○
か
ら



四
・
○
以
上
ま
で
の
間
に
、
分
散
し
て
い
る
。
出
生
率
と
い
う
点
で
東
ア
ジ
ア
を
見
る
限
り
、
我
々
は
そ
れ
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
表
）
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
地
域
で
最
も
早
く
一
九
六
〇
年
代
に
高
度
成
長
を
経
験
し
た
日
本
を
ま

ず
含
み
、
こ
れ
に
次
い
で
、
一
九
八
○
年
代
に
「
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
と
い
わ
れ
た
高
度
成
長
を
経
験
し
た
「
四
匹
の
虎
」
、
つ
ま
り
N
I
E

S
と
呼
ば
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
超
低
出
生
率
の
社
会
で
あ
る
。
第
二
の
グ
ル

ー
プ
は
、
一
・
五
か
ら
二
・
○
の
出
生
率
の
水
準
を
持
つ
タ
イ
と
中
国
で
あ
る
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
一
群
の
国
々
に
、
モ

ン
ゴ
ル
と
北
朝
鮮
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
は
比
較
的
高
い
二
・
○
か
ら
三
・
○
の
出
生
率
を
維
持
し
て
い
る
。
第
四
の
グ

ル
ー
プ
は
ま
だ
第
一
の
出
生
率
低
下
す
な
わ
ち
出
生
率
転
換
（
眺
興
昌
盛
冨
器
ω
三
8
）
を
終
え
て
い
な
い
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
る
。

　
世
界
的
な
視
野
か
ら
第
一
の
グ
ル
ー
プ
を
検
討
し
て
み
る
と
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
二
つ
の
下
位
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
日
本
で
あ
り
、
共
産
体
制
以
後
の
東
中
欧
諸
国
、
南
欧
諸
国
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
諸
国
と
お
お
む

ね
近
似
し
た
出
生
率
を
示
し
て
い
る
。
第
二
の
下
位
グ
ル
ー
プ
は
、
台
湾
、
香
港
、
韓
国
か
ら
な
り
、
世
界
の
他
の
ど
の
地
域
と
比
べ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
低
い
出
生
率
を
示
す
国
、
地
域
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
下
位

弊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
牛
プ
は
、
「
極
低
出
生
率
（
鼻
聾
。
忍
豊
一
9
」
幾
と

拙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
ば
れ
る
（
ω
け
鑓
夷
げ
磐
Φ
け
巴
●
・
。
O
O
。
。
）
。
こ
の
論
文
は
主
と
し
て

特斜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
寸
、
お
よ
び
極
低
の
出
生
率
の
社
会
に
つ
い
て
取
り
扱
う
が
、

初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
に
応
じ
て
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
に
つ
い
て
も
論
ず
る
こ
と
に

ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
す
る
。

東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

斯
　
　
　
　
　
　
　
　
難
　
一
三
低
崖
率
の
歴
史
的
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
の
超
低
、
極
低
出
生
率
社
会
を
よ
り

地域　　　　　TFR　　　年

Hong　K：on9　　　　　　　　0．98　　　　（2007）

Taiwan　　　　　　　　1．12　　（2006）

S．Korea　　　　　　　1．13　　（2007）

Singapore　　　　　　　　　1．25　　　　（2007）

∫apan　　　　　　　　　　　　　L　32　　　　（2007）

China　　　　　　　　　　　　　　1．7　　　　（2007）

Thailand　　　　　　　　　　　l．9　　　　（2007）

N．Korea　　　　　　　　2　　（2GG7）

Myanmar　　　　　　2．2　　（2007）

Vietnam　　　　　　　2．2　　（2007）

Indonesia　　　　　　　　　　　　2．3　　　　（2007）

Mongol　　　　　　2．3　　（20G7）

Brunei　　　　　　　　　　2。4　　　（2007）

Malaysia　　　　　　2．8　　（2007）

The　Philippines　　　　　3　　（2007）

Cambodia　　　　　　　　　　　3．9　　　　（2007）

Laos　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．6　　　　　（2007）

三
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第一図　合計特殊出生率の趨勢

四

詳
細
に
重
て
い
く
。
第
一
図
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
の
一
九
七
〇
年
以
後
の
出
生

率
を
示
し
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
日
本
を
除
い

て
三
・
○
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
第
二
次
大
戦
後
す
ぐ
か
ら
（
菅
b
。
O
一
ρ
謀
O
）
、
韓
国
と
台
湾
で
は
一
九
六
〇

年
代
か
ら
人
口
抑
制
が
国
家
政
策
と
な
り
（
山
地
8
嗣
P
蕊
）
、
家
族
計
画
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
て
出
生
力
転
換
（
h
興
け
ま
蔓
鍾
雪
ω
三
〇
⇔
）
が
誘
発
さ
れ

た
。
人
口
置
換
水
準
（
醜
8
冨
8
ヨ
2
二
Φ
＜
Φ
＝
⑦
昌
一
陣
《
）
は
日
本
で
は
一
九
五

六
年
に
達
成
さ
れ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
そ
れ
は
一
九
七
五
年
の
こ
と

で
あ
り
、
韓
国
と
台
湾
で
は
一
九
八
四
年
（
鈴
木
b
。
O
一
ρ
圷
。
O
）
で
あ
っ
た
。
香

港
が
人
口
置
換
水
準
に
達
し
た
の
は
、
一
九
八
○
年
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
出
生
率
は
、
人
口
置
換
水
準
に
達
し
た
後
、
約
二
十
年
間
安
定
し
て

同
じ
レ
ベ
ル
を
保
っ
た
が
、
一
九
七
四
年
に
は
入
口
置
換
水
準
を
下
圓
り
始
め

た
。
　
齊
葉
を
換
え
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
九
七
〇
年
以
後
の
第
二
の
出
生
率

低
下
を
僅
か
に
遅
れ
て
後
追
い
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
対
照

的
に
、
そ
の
他
の
四
つ
の
社
会
で
は
、
出
生
率
が
人
口
置
換
水
準
で
安
定
し
た

時
期
と
い
う
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
我
々
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
出
生
率
の
低
下
を
比
較
す
る
と
き
に
注
目
す
べ
き
核
心
的
な
差
異
は
こ

の
点
に
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
産
児
制
限
政
策
が
、
出
生
率
が
人
口
維
持
レ
ベ
ル
に



達
し
た
後
に
も
続
け
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
誰
で
も
希
望
す
れ
ば
、
妊
娠
中
絶
や
避
妊
手
術
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
新
し
い

出
生
率
黒
目
策
が
導
入
さ
れ
た
（
菅
N
O
一
ρ
H
亀
）
。
韓
国
と
台
湾
で
も
政
策
変
更
は
す
ぐ
に
は
行
わ
れ
ず
、
一
九
八
○
年
代
に
は
四
つ
の
社

会
で
は
一
時
的
に
日
本
よ
り
低
い
水
準
ま
で
出
生
率
が
低
下
し
た
。

　
日
本
の
出
生
率
が
低
下
を
続
け
た
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
…
ル
、
韓
国
、
台
湾
で
は
、
出
生
率
が
一
・
六
と
一
・
八
の
間

を
維
持
す
る
と
い
う
一
時
的
な
安
定
期
が
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
一
九
八
四
年
以
降
、
住
民
の
質
が
政
府
の
関
心
事
と
な
り
、
所

得
の
高
い
女
性
層
は
出
産
が
奨
励
さ
れ
、
所
得
階
層
の
低
い
女
性
に
は
逆
に
避
妊
手
術
が
奨
励
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
一
九
八
六

年
に
は
そ
れ
ま
で
の
人
口
抑
制
政
策
の
修
正
が
始
ま
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
家
族
政
策
・
人
口
評
議
会
は
廃
止
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年
に
は
、

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
た
め
に
、
子
供
二
入
の
家
庭
（
6
毒
。
δ
び
ま
貯
爵
岡
宮
｛
o
H
ω
貯
α
q
巷
。
邑
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
も
し
余
裕
が
あ

れ
ば
、
三
人
か
そ
れ
以
上
、
子
供
を
持
と
う
（
頃
鋤
く
Φ
け
冨
の
Φ
o
目
ヨ
。
お
篤
巻
ロ
。
弩
9
。
凍
o
a
ε
」
と
い
う
も
の
に
取
り
替
え
ら
れ
た
（
菅

卜。

n
H
ρ
H
お
）
。
第
二
次
大
戦
中
の
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
政
策
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
根
強
い
日
本
と
は
極
め
て
対
照
的
に
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
は
急
激
に
人
口
増
促
進
政
策
へ
の
転
換
が
起
き
た
。
一
方
こ
の
間
、
韓
国
と
台
湾
で
は
出
生
率
低
下
に
対
す
る
心
配
は
ほ
と
ん
ど
感
じ

て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
「
韓
国
の
人
口
学
者
は
、
日
本
の
低
い
出
生
率
を
、
大
部
分
の
西
洋
諸
国
と
同
じ
、
先
進
的
な
産
業
資
本
主
義
の

特
徴
と
解
釈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
O
冨
ご
α
q
N
O
H
ρ
。
。
切
）
。

　
新
し
い
傾
向
は
｝
九
九
七
－
九
八
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
以
後
始
ま
り
、
二
一
世
紀
に
入
る
に
及
ん
で
そ
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
に

な
っ
た
。
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
の
出
生
率
は
急
激
に
低
下
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
一
時
回
復
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
一
年
に
は
再
び

急
落
し
た
。
こ
の
年
、
韓
国
の
出
生
率
は
一
・
三
に
な
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
日
本
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
、
そ
ろ
っ
て
岡
様
の
事
態

　
　
（
2
）

と
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
生
率
は
日
本
よ
り
も
低
く
な
り
、
日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
、
僅
か
な
改
善

か
、
安
定
し
た
出
生
率
を
示
し
た
の
に
対
し
、
韓
国
と
台
湾
で
は
香
港
と
と
も
に
、
一
・
一
以
下
と
な
り
、
世
界
的
に
も
最
低
の
出
生
率
を

記
録
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
記
録
し
た
最
低
の
出
生
率
は
、
韓
国
で
は
二
〇
〇
八
年
に
一
・
〇
五
、
台
湾
で
は
二
〇
〇
九
年
に
一
・
○

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

五
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三
、
香
港
で
は
二
〇
〇
七
年
に
○
・
九
八
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
極
低
出
生
率
社
会
（
巳
茸
餌
∴
o
≦
｛
興
艶
尋
ω
o
o
醇
δ
ω
）
と
名
付
け

ら
れ
、
こ
の
時
期
以
後
、
独
自
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
に
対
す
る
説
明
は
、
ま
だ
模
索
が
始
ま
っ
た
段
階
で
あ
る
。
鈴
木
透
は
、

韓
国
と
台
湾
の
強
力
な
儒
教
家
族
制
度
の
伝
統
と
、
南
欧
と
臼
本
の
封
建
的
な
家
族
制
度
の
伝
統
を
対
照
し
て
、
違
い
を
も
た
ら
す
原
因
を

伝
統
的
な
家
族
構
造
の
中
に
見
つ
け
よ
う
と
し
た
（
鈴
木
昏
。
O
H
O
）
。
私
と
し
て
は
、
経
済
的
な
側
面
に
よ
り
注
匿
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
い

た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
九
七
、
一
九
九
八
年
の
経
済
危
機
が
趨
勢
を
変
え
る
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
・
三
　
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
と
人
ロ
転
換

　
出
生
率
低
下
の
過
程
に
お
い
て
、
経
本
以
外
の
ア
ジ
ア
社
会
が
、
人
口
置
換
水
準
を
保
っ
た
時
期
を
持
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
を
、
既

に
私
は
指
摘
し
た
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。
巨
視
的
な
視
野
か
ら
世
界
の
様
々
な
地
域
の
出
生
率
低
下

の
長
期
的
趨
勢
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
我
々
は
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
社
会
変
化
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
二
図
は
、
日
本
を
含
む
い
く
つ
か
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
そ
れ
を
示

し
て
い
る
。
ま
ず
我
々
が
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
二
殺
階
の
出
生
率
低
下
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
つ
は
、
第
一
次
人
口
転
換
の
一
部
を
な
す
出
生
率
低
下
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
第
二
次
人
口
転
換
に
対
応
す
る
出
生
率
低
下

で
あ
る
。

　
興
味
深
い
事
実
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
含
ま
れ
る
諸
社
会
は
、
非
當
に
ま
れ
な
例
外
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ

同
時
に
出
生
率
の
低
下
を
経
験
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
地
域
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ジ
ア
に
お
け

る
B
本
を
例
外
と
し
て
、
第
一
の
出
生
率
低
下
の
時
期
に
関
し
て
、
だ
い
た
い
半
世
紀
の
ず
れ
が
あ
る
。
第
一
の
出
生
率
低
下
は
、
大
部
分

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
い
て
は
一
八
七
九
一
九
〇
年
代
か
ら
「
九
二
O
l
三
〇
年
代
に
起
き
、
大
部
分
の
東
ア
ジ
ア
社
会
で
は
｝
九
七
〇
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　　　　　　　　　　第二図　会計特殊出生率の長期的趨勢

1
八
○
年
代
に
起
こ
っ
た
。
日
本
の
出
生
率
低
下
は
一
九
五
〇
年
代
で
あ
り
、
ち

ょ
う
ど
大
部
分
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
大
部
分
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
間
の
時
期

に
あ
た
る
。
出
生
率
の
低
下
の
時
期
に
関
し
て
見
れ
ば
、
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
グ

ル
ー
プ
に
も
、
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
、
日
本

は
ど
の
他
の
社
会
と
も
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
も
ア
ジ
ア
社
会
と
も
1
同
じ
社
会

状
況
、
あ
る
い
は
政
策
問
題
を
共
有
し
な
か
っ
た
。
日
本
の
出
生
率
低
下
の
時
期
、

す
な
わ
ち
近
代
化
の
時
期
が
世
界
の
中
で
も
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ

の
時
期
お
よ
び
そ
の
後
の
日
本
社
会
が
常
に
経
験
し
て
き
た
政
策
選
択
の
困
難
と

外
交
的
な
孤
立
と
の
原
因
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
第
二
の
出
生
率
の
低
下
は
い
つ
起
こ
っ
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
の
終
わ
り
に
始
ま
り
、

日
本
で
は
一
九
七
〇
年
代
の
半
ば
に
始
ま
っ
た
。
こ
う
見
る
と
、
日
本
と
大
部
分

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
間
で
、
第
一
の
出
生
率
低
下
は
、
四
半
世
紀
の
高
聞
的
な

ず
れ
が
あ
っ
た
の
に
、
第
二
の
出
生
率
低
下
で
は
、
わ
ず
か
数
年
間
の
差
し
か
な

か
っ
た
。
遅
れ
て
近
代
化
し
た
国
々
に
お
い
て
、
彼
ら
の
近
代
は
、
時
期
的
に
遅

れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
の
社
会
学
者
、
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ン
ス
プ
が
表
現
し
た

よ
う
に
「
圧
縮
さ
れ
て
」
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
（
0
9
轟
H
8
0
）
。

　
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
何
時
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
、
第
二
の
出
生
率

低
下
が
起
こ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
も
っ
て
第
二
図
を
見
る
と
い
さ
さ
か

七
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困
惑
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
、
出
生
率
の
低
下
は
継
続
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
で
は
見
ら
れ
た
第

一
と
第
二
の
出
生
率
低
下
の
聞
の
境
界
を
全
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
我
々
は
、
第
二
の
出
生
率
低
下
を
、
「
人
口
置

換
水
準
以
下
へ
の
出
生
率
低
下
」
と
改
め
て
定
義
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
定
義
す
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
第
二
の

出
生
率
低
下
は
日
本
に
僅
か
二
、
三
年
の
遅
れ
で
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
、
タ
イ
、
中
国
で
の
第
二
の

低
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
八
○
年
代
初
頭
、
一
九
八
○
年
代
後
半
と
一
九
九
〇
年
代
に
起
こ
っ
て
い
る
。
も
し
も
我
々
が
二
つ
の
段
階
の
出

生
率
低
下
期
の
中
間
の
、
出
生
率
が
人
口
置
換
水
準
に
安
定
し
て
い
た
時
期
を
「
近
代
の
黄
金
時
代
」
と
呼
ぶ
の
な
ら
、
そ
の
時
期
の
長
さ

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
は
五
〇
年
で
あ
り
、
日
本
で
は
二
〇
年
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
残
り
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
社
会
で
は
、
安
定
し
た
近
代
を
経
験
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
突
然
に
、
ま
た
一
気
に
後
期
の
、
あ
る
い
は
第
二
の
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

代
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
人
口
学
の
見
地
か
ら
は
、
我
々
は
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ン
ス
プ
が
指
摘
し
た
近
代
の
圧
縮
を
明
ら
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
濤
本
以
外
の

ア
ジ
ア
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
を
経
験
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
経
験
は
「
半
圧
縮
近
代
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
以
後
に
持
っ
た
経
験
を
説
明
す
る
た
め
に
お
お
い
に
役
に
立
つ
。
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ン
ス
プ

は
こ
の
概
念
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
と
は
、
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
変
化
が
、
時
間
的
に
も
空
問
的
に

も
非
常
に
凝
縮
さ
れ
た
状
態
で
起
こ
る
社
会
状
況
を
さ
す
。
そ
こ
で
は
、
本
来
異
質
な
歴
史
的
、
社
会
的
な
要
索
が
動
態
的
に
共
存
す
る
こ

と
か
ら
、
極
め
て
複
合
的
で
流
動
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
形
作
ら
れ
る
。
」
（
9
き
α
q
b
。
O
H
ρ
潔
）

二
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
婚
姻
の
逆
説

二
・
一
　
離
婚
、
晩
婚
、
生
涯
未
婚

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
工
次
人
口
転
換
は
、

出
生
率
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
に
関
わ
る
指
標
に
関
し
て
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
離
婚
率
の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三図　離婚率の趨勢

上
昇
、
婚
姻
率
の
低
下
、
初
婚
年
齢
の
上
昇
、
生
涯
独
身
率
の
上
昇
、

同
棲
率
の
上
昇
、
婚
姻
外
の
出
生
の
上
昇
な
ど
で
あ
る
。
出
生
率
が
歴

史
上
か
つ
て
な
か
っ
た
よ
う
な
極
端
な
水
準
へ
と
低
下
し
た
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
、
婚
姻
に
関
連
す
る
指
標
の
変
化
も
表
面
的
に
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
類
似
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
本
質
に
お
い
て
異
な
っ
て

い
る
。

　
第
三
図
に
示
す
と
お
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
離
婚
率
は
目
立

っ
て
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
朱
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
離
婚
率

が
上
昇
し
始
め
た
と
き
、
上
昇
の
傾
向
は
日
本
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、

普
通
離
婚
率
は
一
九
八
○
年
代
に
お
い
て
一
・
五
〇
と
な
り
、
二
〇
〇

二
年
に
は
歴
史
上
最
高
の
二
・
三
〇
に
達
し
た
。
こ
れ
は
第
二
表
に
示

す
よ
う
に
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
離
婚
率

と
岡
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
台
湾
と
韓
圏
に
お
い
て
は
、
一
九
八
○
年
代

か
ら
離
婚
率
の
上
昇
が
始
ま
り
、
「
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
日
本
に
追

い
つ
き
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
は
日
本
を
追
い
抜
い
て
、
韓
国
で
は

二
〇
〇
三
年
に
三
・
五
〇
に
達
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

三
・
六
〇
に
近
い
数
字
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
離
婚
を
比
較
す
る
と

き
、
婚
姻
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の
選
択
肢
に
な
り
、
婚
姻
率
自

九
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○

体
が
低
下
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
で
は
婚
姻
率
は
相
変
わ
ら
ず
高
い
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
第
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
婚
姻
数
と
離
婚
数
の
比
を
と
る
と
、
菌
北
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
数
値
が
高
く
、
東

ア
ジ
ア
で
は
最
も
高
い
台
湾
で
も
○
・
四
五
、
香
港
は
○
・
三
九
、
韓
国
は
○
・
三
六
に
留
ま
る
。
下
位
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
残
る

イ
タ
リ
ア
や
ム
ス
リ
ム
諸
国
が
入
る
が
、
東
ア
ジ
ア
地
域
内
の
幅
も
大
き
く
、
ベ
ト
ナ
ム
や
モ
ン
ゴ
ル
の
離
婚
率
は
イ
タ
リ
ア
や
イ
ラ
ン
を

下
回
り
、
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
離
婚
は
（
少
な
く
と
も
統
計
上
は
）
ほ
と
ん
ど
な
い
と
雷
っ
て
よ
い
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
婚
姻
は
変
化
し

つ
つ
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
比
較
的
多
く
の
人
々
が
結
婚
し
、
し
か
も
い
っ
た
ん
結
婚
す
る
と
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
北
ア
メ

リ
カ
よ
り
も
離
婚
す
る
確
率
は
低
い
。

　
初
婚
年
齢
と
生
涯
独
身
率
の
上
昇
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
る
。
第
四
図
は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
お
け
る
初
婚
年
齢
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
日
本
は
最
初
に
上
昇
を
始
め
た
が
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
は
急
激
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
見
せ
、

男
性
に
つ
い
て
は
一
九
九
〇
年
代
に
零
本
を
越
え
て
い
る
。
一
方
、
女
性
は
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
ほ
と
ん
ど
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

ら
の
社
会
に
お
け
る
初
婚
年
齢
は
二
〇
〇
五
一
六
年
に
お
い
て
男
性
が
三
〇
⊥
二
一
歳
、
女
性
は
二
七
一
二
八
歳
で
あ
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
レ
ベ
ル
に
近
い
。

　
一
度
も
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
比
率
、
す
な
わ
ち
生
涯
独
身
率
は
、
該
当
す
る
集
団
が
五
〇
歳
に
な
ら
な
い
と
計
算
で
き
な
い
の
で
、

第
五
図
は
、
最
初
に
変
化
を
見
せ
た
日
本
だ
け
を
示
し
て
い
る
（
適
当
な
婚
姻
相
手
が
戦
争
で
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る
）
生
涯
独
身
の
女
性

の
比
率
の
増
加
が
一
九
七
〇
年
に
終
わ
る
と
、
男
性
、
女
性
双
方
の
生
涯
独
身
者
の
比
率
が
増
加
し
て
、
男
性
の
六
人
に
一
人
、
女
性
の
一

三
人
に
一
人
が
生
涯
結
婚
し
な
い
、
と
い
う
社
会
に
到
達
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
両
性
と
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
比
べ
れ
ば
低
い
が
、
そ
の
他

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
比
べ
れ
ば
高
い
。
三
五
歳
か
ら
三
九
歳
の
未
婚
の
女
性
の
割
合
を
日
本
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
で
比
較
し

て
見
る
と
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
％
、
一
六
％
、
一
五
％
、
八
％
で
あ
り
、
「
二
〇
世
紀
半
ぽ
の
ア
ジ
ア
の
結
婚
パ
タ
ー
ン
を

特
徴
づ
け
た
早
婚
・
皆
婚
」
か
ら
遠
く
離
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
（
鈴
木
b
。
O
H
ρ
b
・
一
）
。



第二表　普通婚姻率・普通離婚率・婚姻離婚比

地域 年 CMR CDR div／mar

Uruguay

Belgium

Spain

Hungary

Cuba
Austria

Czech

Russia

France

Germany
Switzerland

USA
UK
Taiwan

The　Netherlands
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Hong　K二〇ng

S．　Korea

Japan

Macao
Singapore
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China
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0
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O

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
2
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2
2
2
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（
（
（
（
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（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

4
9
9
6
5
3
3
0
3
8
4
0
4
　
2
4

8
2
4
0
0
3
5
9
3
4
3
5
1
8
4
2

0
　

0
　
・
　
　
，
　

●
　
　
，
　

幽
　
　
・
　

O
　

●
　
　
，
　

，
　

，
　

．
　
　
．
　
　
0

3
4
4
4
5
4
5
8
4
4
5
7
5
5
4
5

7．10

5．70

3．90

5．22

6．50

7．50

4．21

11．80

15．70

5．70

3
3
0
0
8
7
1
3
2
7
3
0
7
　
5
6

3
8
8
5
0
4
0
8
2
2
6
6
3
6
9
2

．
　
　
「
　
　
■
　
　
嘱
　
　
，
　
　
．
　
　
0
　
　
巳
　
　
罰
　
　
5
　
　
‘
　
　
．
　
　
．
　
　
．
　
　
0
　
　
噛

4
2
2
2
3
2
3
4
2
2
2
3
2
2
1
2

2．57

2．02

1．30

1．48

1．75

1．58

0．84

1．40

0．67

0．20

3
6
2
2
1
7
4
4
1
1
9
8
6
5
4
3
9
6
5
3
8
7
1
0
2
4
4

1
6
6
6
6
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
2
2
2
2
1
0
0

9
　
　
●
　
　
曜
　
　
■
　
　
幽
　
　
■
　
　
，
　
　
．
　
　
幽
　
　
幽
　
　
曜
　
　
曜
　
　
曜
　
　
．
　
　
O
　
　
，
　
　
■
　
　
，
　
　
，
　
　
O
　
　
O
　
　
▼
　
　
曾
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
0

1
0
0
0
0
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊　婚姻、離婚件数より計算

出典：Hong　Kong，　Macao，　Vietnam；United　Nations　Statistics　Division（2008），　Taiwan；

Ito　（2010），　Other　：　NIPSSR　（2010）
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第五図　碍本における生涯未婚率の趨勢



　
一
一
・
二
　
同
棲
と
婚
姻
外
の
出
生

　
こ
こ
で
ま
た
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
婚
姻
年
齢
上
昇
と
、
生
涯
独
身
者
割
合
の
上
昇
と

い
う
現
象
は
、
同
棲
と
婚
姻
外
の
出
生
の
増
加
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
起
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
遅
く

結
婚
す
る
と
し
て
も
、
結
婚
し
な
い
で
性
的
関
係
を
も
っ
た
り
同
棲
を
し
た
り
と
い
う
、
変
容
し
た
「
親
密
性
」
を
生
き
て
い
る
の
で
あ
る

（
○
一
仙
伍
Φ
邸
ω
］
．
O
⑩
卜
∂
）
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
同
棲
や
婚
姻
外
の
出
生
の
増
加
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
第
二
次
人
口
転
換

と
の
最
大
の
違
い
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
日
本
の
一
八
歳
か
ら
五
〇
歳
の
独
身
者
に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
交
際
し
て
い
る
異

性
は
い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
男
性
で
五
二
・
二
％
、
女
性
で
四
四
・
七
％
で
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
僅
か
な
が
ら
増
加

が
見
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
（
国
立
社
会
保
障
入
口
問
題
研
究
所
N
O
8
）
。
日
本
で
の
婚
姻
年
齢
と
、
生
涯
独
身
老
の
比
率
の
上
昇
は
、
「
親
密

性
の
変
容
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
親
密
性
の
欠
如
」
を
意
遇
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
最
近
の
二
三
年
で
岡
治
す
る
人
々
の
数
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
内
閣
府
が
二
〇
〇
九
年
に
実
施
し
た
調
査
で

は
、
日
本
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
各
世
代
の
中
で
同
棲
を
経
験
し
た
も
の
の
割
合
を
比
較
し
て
い
る
（
内
閣
府
卜
。
8
0
）
。
二
〇
〇
五
年

に
実
施
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
す
る
調
査
結
果
も
、
比
較
の
た
め
に
示
し
て
お
こ
う
（
小
島
N
O
H
O
ρ

小
島
・
。
O
H
O
げ
）
（
第
三
表
）
。
同
棲
が
多
数
を
占
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
、
特
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
対
照
的
に
、
東
ア
ジ
ア
で
は

同
棲
は
少
数
派
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
増
え
つ
つ
あ
っ
て
、
日
本
が
先
頭
で
あ
り
、
次
い
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
最
後
に
韓
国
で
あ
る
。

韓
国
で
の
岡
棲
経
験
あ
り
と
回
答
し
た
者
の
数
が
男
性
と
女
性
で
多
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
回
答
者
は
彼
ら
の
体
験
を
隠
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
小
島
卜
。
O
H
O
曽
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
な
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
外
の
出
生
は
東
ア
ジ
ア
で
は
極
め
て
希
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
お
け

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

一
三



第蕊表　同棲経験率

B本2009 韓国2009 Singapore　2009

年齢 男性　　　　女性 男性 女性 男性　　　　女性

2◎一29

R◎一39

S0－49

19，4％　　　19．5％

R3．0％　　　25．8％

Q0，8％　　　12．5％

10．1％

P1．1％

R．4％

2．0％

P．8％

O．6％

12．7％　　　9．3％

P2．6％　　　9．2％

W．9％　　　7，0％

USA　2005 France 2005 Sweden　2005

年齢 男性　　　　女性 男性 女性 男性　　　　女性

20－29

R0－39

S0－49

48．1％　　　51．2％

U2．0％　　　6L7％

U6．1％　　　60．5％

39．1％

U1．0％

T1．4％

53．0％

U6．1％

S5．9％

54．8％　　　69。0％

W0．8％　　　87．2％

W0．8％　　　77．5％

出典：4、島　（20ZOb）　表3

一
四

る
言
外
出
生
割
合
は
、
日
本
に
お
い
て
二
・
○
％
、
韓
国
で
一
・
五
％
、
台
湾
で
四
・
○
％
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
・
二
％
で
あ
る
（
鈴
木
b
。
O
H
O
）
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
婚
姻
外

の
出
生
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
全
て
の
出
生
の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
一
九
九
〇
年

代
ま
で
増
加
が
緩
や
か
だ
っ
た
（
そ
れ
で
も
一
〇
％
前
後
だ
っ
た
）
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
さ
え

も
近
年
急
速
に
増
加
を
見
せ
て
い
る
（
イ
タ
リ
ア
ニ
○
・
七
％
、
ス
ペ
イ
ン
ニ
八
・
四
％
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
三
一
・
六
％
）
。
東
ア
ジ
ア
の
場
合
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
、

日
本
で
は
い
わ
ゆ
る
「
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
」
が
増
加
し
て
い
る
。
日
本
で
は
妊
娠
を
理
由
と

す
る
結
婚
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
増
え
て
き
て
い
る
。
第
一
子
の
出
生
が
婚
姻
の
九
カ

月
後
以
内
で
あ
る
場
合
は
、
一
九
八
○
年
に
は
一
〇
・
六
％
だ
っ
た
が
、
㎜
九
九
九
年
に
は

二
〇
・
九
％
に
増
加
し
、
二
〇
〇
五
年
に
は
二
五
・
六
％
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
五
・
三
％

で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
さ
。
自
O
）
。
婚
前
性
交
の
増
加
と
、
結
婚
に
関
す
る
保
守
的
な
考
え
方

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
こ
の
「
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
」
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
同
棲
は
可
能
で
あ
る
が
、
隠
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
結
婚
前
の
妊
娠
は
し
て
も
婚
姻
外
の
出

生
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
ア
ジ
ア
で
は
婚
姻
と
そ
れ
以
外
の
内
縁
関
係
の
問
に
は
極
め

て
厚
い
壁
が
あ
る
。
同
棲
が
結
婚
の
代
替
物
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
制
度
と
し
て
の
婚
姻
が
弱

ま
っ
て
い
る
ヨ
…
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
婚
姻
調
度
は
動
揺
は

し
て
い
る
が
保
た
れ
て
い
る
。
我
々
は
こ
こ
に
も
ま
た
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
の
徴
候
を
見

る
の
で
あ
る
。



　
二
・
三
　
国
際
結
婚
と
高
い
出
生
性
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
我
々
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
近
の
人
口
統
計
の
変
化
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
国
際
結
婚
と
越
境
結
婚
は
無
視
で
き
な
い
。
小
島
宏
は
こ

う
し
た
現
象
を
「
東
ア
ジ
ア
型
の
第
二
の
人
口
転
換
」
に
含
め
て
い
る
（
小
島
・
。
〇
一
〇
げ
）
。
国
際
結
婚
の
増
加
で
も
、
日
本
が
一
九
八
○
年

代
に
先
頭
を
切
っ
た
。
農
村
の
男
性
に
適
切
な
配
偶
者
が
い
な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
地
方
自
治
体
が
政
府
主

導
の
お
見
合
い
計
画
を
立
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
女
性
と
の
結
婚
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換

え
れ
ば
、
自
然
な
恋
愛
に
基
づ
い
た
結
婚
で
は
な
く
、
こ
の
国
際
結
婚
の
増
加
は
伝
統
的
な
結
婚
の
方
法
で
あ
る
お
見
合
い
結
婚
の
延
長
線

上
の
も
の
と
し
て
始
ま
っ
た
。
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
民
間
の
結
婚
仲
介
業
者
も
国
際
結
婚
斡
旋
に
の
り
だ
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
、
都
市
部
と
工
業
地
帯
で
も
国
際
結
婚
は
増
加
し
た
（
H
、
一
鋤
〆
＜
匂
O
O
】
P
一
目
一
戸
昌
儀
H
ω
置
一
騨
P
≦
簿
卜
Q
O
一
〇
）
。

　
韓
国
と
台
湾
は
日
本
に
少
し
遅
れ
て
一
九
九
〇
年
代
か
ら
国
際
結
婚
が
増
加
し
、
急
速
に
数
を
増
や
し
て
日
本
を
遥
か
に
越
え
る
数
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
。
国
際
結
婚
と
越
境
結
婚
は
、
二
〇
〇
八
年
で
見
る
と
、
日
本
五
・
一
％
、
韓
国
＝
・
八
％
、
台
湾
一
二
・
二
％
で
あ
る
（
国
立
社

会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
卜
。
O
H
O
、
山
地
・
。
O
H
O
、
伊
藤
N
8
0
）
。
の
ち
に
減
少
し
た
も
の
の
、
台
湾
で
は
二
〇
〇
三
年
に
は
結
婚
三
件
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ち
一
件
は
越
境
結
婚
だ
っ
た
。

　
韓
国
や
台
湾
で
も
、
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は
農
村
地
域
と
低
所
得
者
の
男
性
に
適
当
な
配
偶
者
が
い
な
い
と
い
う
、
日
本
と
同
じ
事

情
が
あ
る
。
日
本
で
見
ら
れ
な
い
要
因
は
、
出
生
時
に
お
け
る
高
い
性
比
で
あ
る
。
狭
義
の
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
で
は
、
最
初
の
出
生
率

低
下
が
始
ま
っ
て
以
来
、
過
去
三
〇
年
間
、
高
い
性
比
（
男
児
の
過
剰
）
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。
強
い
父
系
親
族
集
団
と
男
児
の
選
好
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

持
た
な
い
日
本
は
こ
こ
で
も
例
外
で
あ
る
。
小
島
は
東
ア
ジ
ア
の
第
二
の
出
生
率
低
下
期
の
特
徴
に
高
い
性
比
を
挙
げ
て
い
る
（
小
島

“。

n
H
O
σ
）
。
一
九
九
〇
年
に
お
け
る
出
生
性
比
は
、
韓
国
で
＝
七
、
台
湾
で
一
一
〇
で
あ
っ
た
（
鈴
木
N
O
一
〇
）
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
出
生
率

低
下
が
遅
く
始
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
社
会
で
は
妊
娠
時
の
性
別
判
定
が
技
術
的
に
可
能
と
な
り
、
性
別
選
択
的
な
妊
娠
中
絶
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

一
五
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外
国
人
妻
の
夫
た
ち
が
あ
げ
る
国
際
結
婚
の
理
由
は
、
家
名
を
継
ぐ
息
子
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
年
老
い
た
両
親
の
面
倒
を
見
る
こ
と
、

お
よ
び
農
場
に
お
け
る
労
働
力
供
給
で
あ
る
（
落
合
卜
。
O
O
刈
）
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
結
婚
や
越
境
結
婚
の
増
加
は
、
近
代
家
族
よ
り
も

さ
ら
に
前
の
段
階
の
伝
統
家
族
を
維
持
す
る
た
め
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　
二
・
四
　
東
ア
ジ
ア
の
婚
姻
と
リ
ス
ク
回
避
的
な
個
人
化

　
離
婚
率
、
初
婚
年
齢
、
生
涯
独
身
率
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
結
婚
と
い
う
制
度
は
揺
る
が
な
い
。
国
際
結
婚
や
越
境
結
婚
は
盛
ん
だ
が
、

そ
れ
は
極
め
て
伝
統
的
な
目
的
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
逆
説
を
考
察
す
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
結
婚
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

も
の
と
は
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
結
婚
の
特
微
的
な
性
格
は
、
性
と
結
婚
の
関
係
に
も
見
ら
れ
る
。
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
は
一
六
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
男

性
と
女
性
の
性
に
関
す
る
意
識
と
行
動
に
つ
い
て
、
二
年
ご
と
の
調
査
を
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
結
婚
し
て
い
る
男
女
の
四
〇
・

八
％
は
過
去
一
ヵ
月
の
問
に
性
交
し
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
四
年
忌
記
録
さ
れ
た
三
一
・
九
％
か
ら
継
続
し
て
増
加
し
て
い
る
（
毎
日
新
聞

N
O
二
）
。
こ
の
現
象
は
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
「
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
夫
婦
」
と
呼
ば
れ
た
。
性
交
の
な
い
夫
婦
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
に
問

題
に
な
り
、
こ
れ
を
主
題
と
し
て
小
説
が
い
く
つ
か
書
か
れ
て
い
る
（
藤
井
b
。
O
巴
）
。
性
交
が
親
愛
な
関
係
に
と
っ
て
中
心
的
な
こ
と
で
あ

る
な
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
結
婚
は
、
愛
情
そ
の
も
の
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
理
由
の
た
め
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
第
四
衷
は
、
E
A
S
S
（
国
譲
け
〉
ω
貯
コ
Q
り
o
o
芭
ω
聡
く
Φ
《
）
の
二
〇
〇
六
年
の
家
族
に
焦
点
を
あ
て
た
調
査
の
結
果
を
示
し
て
い
る
（
岩

井
・
保
田
b
。
0
8
）
。
最
初
の
五
つ
の
質
問
、
例
え
ば
、
「
自
分
の
幸
福
よ
り
も
、
家
族
の
幸
福
や
利
益
を
優
先
す
る
べ
き
だ
」
は
個
人
主
義

と
家
族
主
義
の
対
立
に
つ
い
て
の
問
い
で
あ
る
。
韓
国
、
中
国
、
台
湾
で
は
、
圓
答
者
十
人
の
う
ち
七
、
八
人
は
上
の
質
問
に
肯
定
で
答
え

て
お
り
、
非
常
に
強
い
家
族
主
義
的
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
肯
定
の
最
も
少
な
い
日
本
で
も
、
半
数
以
上
が
肯
定
で
あ
る
。
「
結
婚
生
活



　　　　第四表　アジア社会における家族に関する価値観
＊「強く賛成」「賛成」「どちらかといえぽ賛成」と回答した人の割合の合計（％）

日本　　　韓国　　　中国　　　台湾

自分の幸福よりも、家族の幸福や利益を優先する

べきだ

結婚生活がうまくいかなくなったら、たいていの

場合、離婚するのが一番よい

離婚したくても、子どもが大きくなるまで待つべ

きだ

あなたが配偶者の方との結婚を決めた時、あなた

の親の意見はどの程度影響しましたか

親の誇りとなるように、子どもは努力するべきだ

結婚しても、必ずしも子どもをもつ必要はない

結婚するつもりがなくても、男女が同棲するのは

かまわない

50　79　68　83

29　38　49　46

36　55　43　33

30　47　41　36
40　74　89　86
20　11　28　35
28　22　25　36

出典：岩井・保田（2009）EASS　2006による

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
ら
、
た
い
て
い
の
場
合
、
離
婚
す
る
の
が
一
番
よ
い
」

に
賛
成
す
る
答
え
は
日
本
を
除
い
て
低
く
な
か
っ
た
が
、
「
離
婚
し
た
く
て
も
、
子

ど
も
が
大
き
く
な
る
ま
で
待
つ
べ
き
だ
」
へ
の
賛
成
は
高
く
、
家
族
主
義
的
な
配
慮

に
よ
っ
て
入
々
が
個
人
主
義
的
な
決
定
を
回
避
す
る
場
合
が
多
い
と
見
ら
れ
る
。
世

代
間
の
義
務
に
関
し
て
言
え
ば
、
義
務
は
親
か
ら
子
供
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

「
親
の
誇
り
と
な
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は
努
力
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
に
双
方

的
と
さ
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
結
婚
と
は
、
個
人
の
欲
求
よ
り
も
、
義
務
と
責

任
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
結
婚
し
て
も
、
必
ず
し
も
子
ど
も
を
も
つ
必
要
は
な
い
」
と
「
結
婚
す
る
つ
も

り
が
な
く
て
も
、
男
女
が
同
棲
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
設
問
に
は
、
否
定

の
圓
答
が
多
か
っ
た
。
「
反
対
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
の
合
計
は
韓
国

で
最
も
高
く
七
七
％
、
六
六
％
で
あ
っ
た
。
韓
国
は
「
離
婚
し
た
く
て
も
、
子
ど
も

が
大
き
く
な
る
ま
で
待
つ
べ
き
だ
」
へ
の
否
定
的
態
度
も
、
首
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
名
目
上
の
理
想
と
、
実
際
の
高
い
離
婚
率
と
の
あ
い
だ
の
強
い
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

韓
国
社
会
の
中
に
あ
る
矛
盾
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
・
キ
ュ
ン
ス
プ
は
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
「
リ
ス
ク
回
避
的
個
人
化
」
と
し

て
説
明
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
韓
国
人
は
非
常
に
家
族
志
向
的
な
社
会

的
、
個
人
的
な
生
活
を
送
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は
い
わ
ば
“
家
族
・
王
義
的
な
圧
縮

さ
れ
た
近
代
（
貯
艮
蕾
若
け
8
露
胃
Φ
ω
ω
Φ
α
ヨ
。
島
Φ
ヨ
芽
）
”
と
も
言
う
べ
き
も
の
で

一
七
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あ
る
。
」
（
9
弩
ぴ
q
b
。
O
ざ
欝
・
。
《
O
冨
蹟
・
。
O
δ
σ
）
こ
れ
は
、
資
本
主
義
的
な
工
業
化
、
都
市
化
、
無
産
階
級
化
、
教
育
成
粂
の
極
端
な
追
求
、

急
速
な
近
代
化
の
中
の
個
人
の
富
の
保
護
、
な
ど
に
対
し
て
無
防
備
な
個
人
に
対
し
て
、
唯
一
の
保
護
を
与
え
て
く
れ
る
社
会
的
資
源
は
家

族
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
家
族
が
制
度
と
し
て
弱
ま
る
こ
と
は
、
家
族
の
関
係
を
、
社
会
的
資
源
か
ら
リ
ス
ク
に
変
貌
さ
せ

る
」
。
自
分
の
家
族
と
親
戚
か
ら
助
け
て
も
ら
う
よ
り
も
、
彼
ら
が
こ
の
競
争
社
会
の
中
で
落
伍
者
と
な
っ
た
場
合
、
助
け
な
い
と
い
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
か
も
知
れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
リ
ス
ク
回
避
的
な
個
入
玉
と
は
、
平
人
化
し
た
生
活
を
延
長
す
る
、
も
し
く
は
そ
れ
に
回
帰
す

る
と
い
う
行
動
に
よ
っ
て
、
家
族
に
関
係
す
る
リ
ス
ク
を
最
小
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
と
定
義
さ
れ
る
。
」
（
9
彗
ひ
q
b
。
O
一
〇
P
・
。
q
）
こ
れ
は

実
際
に
、
一
九
九
七
1
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
金
融
危
機
に
際
し
て
、
定
命
出
生
率
の
社
会
で
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
々
は
彼
ら
に

リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
を
延
期
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
本
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
同
棲
の
関
連
要
因
に
関
し
て
の
小
島
宏
の
分
析
が
参
考
に
な
る
（
小
島

N
O
ド
O
勢
。
）
。
彼
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
社
会
に
お
け
る
共
通
の
要
因
と
し
て
、
学
歴
の
負
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
学
歴
が
低
い
ほ
ど

同
棲
を
経
験
す
る
傾
向
が
高
い
。
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
の
日
本
経
済
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
高
校
卒
業
後
に
就
労
す
る
男

女
で
同
棲
す
る
も
の
の
数
が
増
え
た
。
韓
国
で
は
い
わ
ゆ
る
I
M
F
危
機
（
ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
韓
国
で
は
こ
う
呼
ぶ
）
に
影
響
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
中
程
度
の
学
歴
の
男
性
が
同
棲
経
験
が
高
い
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
で
増
え
始
め
た
岡
棲
は
、
婚
姻
制
度
か
ら
自
分

た
ち
を
解
放
す
る
と
い
う
個
人
主
義
的
な
理
由
よ
り
、
低
学
歴
と
不
安
定
な
雇
用
と
い
う
条
件
を
持
つ
人
々
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
「
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

的
排
除
」
か
ら
同
棲
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
増
加
し
た
と
い
え
る
。

　
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ソ
ス
プ
の
議
論
の
核
心
は
、
次
の
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
傾
向
は
「
必
ず
し
も
個
人
化
の
結
巣
と
は
言
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
こ
う
し
た
傾
向
は
、
韓
国
の
生
活
に
お
け
る
家
族
関
係
と
家
族
の
価
値
の
意
義
が
以
前
に
も
増
し
て
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
現
わ

れ
で
あ
る
か
ら
だ
。
」
（
O
訂
躍
・
。
O
δ
鋤
る
駆
）
チ
ャ
ン
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
現
象
は
爲
本
と
台
湾
で
も
見
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
。

「
東
ア
ジ
ア
の
資
本
主
義
社
会
に
見
ら
れ
る
個
人
主
義
な
き
個
人
化
へ
の
収
敏
は
、
圧
縮
さ
れ
た
近
代
と
後
発
国
に
お
け
る
第
二
の
近
代
の



歴
史
的
結
果
な
の
で
あ
る
。
」
（
O
げ
P
づ
α
q
卜
o
O
一
〇
餌
”
ω
α
）

三
　
家
族
主
義
の
多
様
性
と
そ
の
失
敗

　
三
・
【
　
家
族
主
義
の
原
因

　
現
在
の
東
ア
ジ
ア
で
起
こ
っ
て
い
る
人
口
学
的
変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
の
第
二
の
入
口
転
換
で
出
現
し
た
現
象
と
、
表
面

上
に
は
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
制
度
と
し
て
の
婚
姻
が
動
揺
し
て
、
個
人
主
義
が
台
頭
し
て
き
た
が
、
そ
れ
と
は
対

照
的
に
、
現
象
面
で
は
類
似
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
で
は
、
制
度
と
し
て
の
婚
姻
と
家
族
主
義
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
義
務
と
責
任
の
制
度
と

し
て
の
結
婚
の
重
要
性
に
変
化
が
な
い
と
す
れ
ぽ
、
極
端
な
出
生
率
の
減
少
と
離
婚
、
初
婚
年
齢
の
上
昇
は
、
家
族
の
重
荷
を
避
け
る
た
め

の
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
願
望
の
表
れ
と
解
釈
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
、
家
族
主
義
が
束
ア
ジ
ア
で
い
ま
で
も
優
勢
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
が
そ
の
原
因
だ
ろ
う
か
P
　
第
一
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

こ
の
地
域
の
伝
統
文
化
に
根
拠
を
求
め
る
文
化
論
的
な
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
す
べ
て
に
共
通
な

単
一
の
文
化
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
至
る
地
域
の
離
婚
率
と
再
婚
率
は
伝
統
的
に
高
か
っ
た
。

離
婚
、
再
婚
が
不
名
誉
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
も
張
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
殉
①
凶
仙
　
］
．
㊤
O
ω
）
。
婚
姻
外
出
生
が
多
く
、
私
生
児
に
対
す
る
差
別
も
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
ん
ど
な
い
と
い
う
地
域
も
あ
っ
た
（
O
O
げ
一
P
一
卿
Z
四
脚
鋤
〕
一
世
O
卜
⊃
O
H
O
w
O
O
ザ
随
鋤
腔
b
の
O
H
一
）
。
一
方
、
中
国
北
部
か
ら
韓
国
で
は
、
そ
の
強
力
な
儒

教
の
影
響
の
も
と
、
婚
姻
外
の
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
離
婚
と
再
婚
は
一
般
的
に
嫌
悪
の
対
象
で
あ
る
。
瀬
地
山
は
東
ア
ジ
ア
北
部
と
東
ア
ジ

ア
南
部
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
と
い
う
点
で
対
照
的
に
と
ら
え
た
。
社
会
的
空
聞
に
お
け
る
男
女
隔
離
を
伴
う
家
父
長
制
の
北
部
と
、
女
性
の

水
稲
生
産
へ
の
貢
献
度
が
高
く
男
女
平
等
な
南
部
と
が
対
照
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
を
ひ
と
く
く
り
に
す
る
単
純
な
文
化
的
な
説
明
は
適
応
で
き

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

な
い
（
瀬
地
山
H
Φ
O
O
）
。

　
エ
ス
ピ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
家
族
主
義
」
と
は
、
所
得
の
分
配
と
ケ
ア
の
分
担
の
双
方
に
お
い
て
、
家
族
は
そ
の
成
員
の

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

一
九
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二
〇

福
祉
に
対
し
て
最
大
限
の
責
任
を
持
つ
べ
ぎ
だ
、
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
彼
は
、
近
代
の
福
祉
国
家
は
そ
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
実
質

ほ
と
ん
ど
の
国
に
お
い
て
家
族
主
義
を
前
提
と
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
後
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
北
欧
諸
国
が
脱
家
族

化
政
策
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
家
族
主
義
的
な
社
会
政
策
は
、
二
通
り
の
望
ま
し
く
な
い
シ
ナ
リ
オ
を
帰
結
す
る
と
い
う
。
低

出
生
率
、
ま
た
は
、
貧
困
家
庭
の
頻
出
で
あ
る
。
（
国
ω
皿
護
－
》
a
興
ω
撃
N
O
O
P
。
。
ド
）
。
エ
ス
ピ
ン
ほ
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
三
つ
あ
る
い
は
四
つ
の
異
な
る
方
向
性
が
、
一
九
七
〇
年
以
後
の
政
策
選
択
の
中
で
模
索
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状

は
、
政
策
選
択
の
結
果
で
あ
る
面
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
東
ア
ジ
ア
の
政
府
が
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
の
も
と
で
こ
れ
ま
で
行
っ

た
、
そ
し
て
今
行
い
つ
つ
あ
る
政
策
決
定
に
つ
い
て
、
も
っ
と
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
そ
の
も
の
と
、
そ
の
も
と
で

な
さ
れ
た
政
策
決
定
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
強
力
な
家
族
童
心
を
発
展
さ
せ
、
ま
た
同
時
に
家
族
主
義
の
様
々
な
あ

り
方
を
創
り
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
（
O
O
プ
一
簿
凶
昏
O
O
H
O
び
）
。

　
三
。
二
　
日
本
に
お
け
る
家
族
主
義
的
改
革

　
日
本
に
つ
い
て
は
一
九
八
○
年
代
に
行
わ
れ
た
改
革
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
時
期
、
一
九
六
〇
年
代

の
高
度
成
長
ま
で
、
日
本
政
府
は
依
然
と
し
て
開
発
主
義
の
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
政
策
の
核
心
は
通
商
産
業
省
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
で
の
経
済
成
長
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
戦
前
の
政
策
の
延
長
で
あ
っ
た
。
社
会
政
策
の
分
野
に
お
い
て
日
本
は
二
〇
世
紀
前
半

に
ビ
ス
マ
ル
ク
式
の
社
会
保
障
制
度
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、
社
会
福
祉
を
発
足
さ
せ
た
。
第
二
次
大
戦
の
の
ち
、
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、

ま
た
、
非
就
業
の
主
婦
を
除
く
す
べ
て
の
国
民
の
た
め
の
年
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
と
い
う
文
脈
の
中
で
は
、
社
会
保
障
鰯
度
の

確
立
と
い
う
点
で
も
、
日
本
が
先
行
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
社
会
保
障
制
度
は
補
完

的
な
役
割
に
止
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
成
長
こ
そ
が
人
々
の
生
活
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
最
善
の
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
一
種
の
「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」
、
す
な
わ
ち
「
勤
労
に
よ
る
福
祉
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。



　
政
府
が
既
存
の
社
会
福
祉
制
度
を
修
正
し
て
よ
り
適
切
な
福
祉
国
家
を
建
設
す
る
必
要
を
よ
う
や
く
認
識
し
た
の
は
、
実
質
的
な
成
長
が

達
成
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
　
九
七
〇
年
初
め
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
は
「
福
祉
元
年
」
と
命
名
さ
れ
、
そ
れ
は
日
本
を

十
全
な
意
味
で
の
福
祉
国
家
に
変
容
さ
せ
る
と
い
う
意
馬
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
皮
肉
な
こ
と
に
こ
の
年
、
日
本
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
見
舞
わ
れ
た
。
政
府
は
不
安
に
な
り
、
「
伝
統
的
な
日
本
の
美
徳
で
あ
る
“
自
助
と
家
族
と
共
岡
体
の
中
に
お
け
る
相
互
扶
助
”
」
を
強
調

す
る
、
「
日
本
型
福
祉
社
会
」
と
い
う
政
策
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
政
府
が
実
質
的
に
促
進
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
福
祉
「
国
家
」
で
は
な

く
、
「
国
家
」
は
む
し
ろ
後
景
に
引
い
た
「
福
祉
社
会
」
だ
っ
た
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
福
祉
削
減
と
福
祉
多
元
主
義

が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
、
日
本
も
そ
の
一
例
と
い
う
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
削
減
前
の
福
祉
の
レ
ベ
ル
に
違
い

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
日
本
は
劇
減
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
を
た
い
し
て
発
展
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
む
し
ろ

一
九
七
〇
年
代
と
そ
れ
以
後
、
福
祉
へ
の
社
会
支
出
の
額
は
実
際
に
は
増
大
し
た
。
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
と
い
う
条
件
の
も
と
、
福
祉
の

発
展
と
削
減
が
同
時
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
済
的
、
人
口
学
的
な
条
件
も
あ
っ
た
。
ヨ
ー
p
ッ
パ
や
北
ア
メ
リ
カ
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
の
あ
と
で
も
、
日
本
は
高
い
成
長
率
を
維
持
し
続
け
た
。
同
時
に
、
既
に
少
な
く
な
っ
て
い
た
子
供
の
数
と
、
ま
だ
低
か
っ
た
高
齢
人

口
の
お
か
げ
で
、
一
九
七
〇
年
代
に
日
本
は
「
入
口
学
的
配
影
（
人
馬
ボ
ー
ナ
ス
と
も
言
う
）
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
期
、

日
本
の
生
産
年
齢
人
ロ
の
割
合
は
六
九
％
（
一
九
七
〇
年
）
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
（
例
え
ば
ド
イ
ツ
の
六
四
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

六
五
％
）
よ
り
高
く
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
も
高
か
っ
た
（
韓
国
五
六
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
五
八
丁
目
（
O
o
ぼ
9
。
一
じ
。
O
H
O
p
の
国
ひ
q
霞
Φ
郎
を

見
よ
）
。
こ
の
よ
う
な
良
好
な
条
件
の
も
と
、
　
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
経
済
成
長
は
年
率
五
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
に
達
し
さ
え
し
た
（
H
］
≦
男
b
。
O
鼠
）
。
「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
し
て
知
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
題

さ
れ
た
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
本
が
｝
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
日
本
の
経
営
と
文
化
に
つ

い
て
の
本
が
ブ
1
ム
と
な
っ
た
。
日
本
社
会
は
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
を
さ
ら
に
二
十
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

二
一
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一
九
八
○
年
代
に
政
府
は
「
家
族
」
を
政
策
課
題
と
し
、
「
日
本
的
福
祉
社
会
」
の
基
盤
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
。
日
本
の
経
済
成
長
は

優
れ
た
日
本
文
化
に
よ
る
も
の
と
い
う
説
明
に
お
だ
て
ら
れ
て
、
日
本
政
府
と
学
者
た
ち
は
西
洋
の
い
か
な
る
政
策
も
模
倣
せ
ず
に
独
自
な

政
策
の
方
向
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
。
大
平
内
閣
の
「
家
族
基
盤
充
実
」
策
や
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
白
書
」
（
国
民
生
活
白
書
の
特
別
号
）

は
、
こ
の
「
家
族
の
危
機
」
に
対
す
る
強
い
懸
念
の
結
果
で
あ
り
、
西
洋
文
化
の
汚
染
か
ら
日
本
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
日

本
の
家
庭
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い
願
望
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
政
策
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
に
始

ま
っ
た
第
二
の
人
口
転
換
に
た
い
す
る
反
応
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
代
に
は
「
主
婦
の
座
を
守
る
」
と
い
う
雷
葉
で
形

容
さ
れ
る
法
律
が
、
次
々
と
制
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
九
八
○
年
に
は
、
妻
の
法
的
な
相
続
限
度
額
の
引
ぎ
上
げ
、
「
九
八
五
年
に
は

企
業
に
勤
め
る
夫
を
も
つ
妻
の
年
金
保
険
料
の
免
除
、
一
九
八
六
年
に
は
、
扶
養
配
偶
者
の
あ
る
者
に
対
す
る
税
金
の
軽
減
措
置
で
あ
る
。

　
こ
の
時
代
錯
誤
の
家
族
主
義
の
改
革
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
女
性
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
雇
用
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
増
加
し
て
い
た
の
が
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
共
に
増
加
が
止
ま
り
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
女
性
の
雇
用
の
拡
大
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い
う
形

で
し
か
起
ぎ
な
か
っ
た
（
田
中
6
り
P
O
o
ぼ
巴
悼
〇
一
〇
二
障
蒔
弩
Φ
H
O
）
。
こ
れ
は
、
会
社
員
の
妻
た
ち
が
、
「
被
扶
養
者
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る

限
度
の
所
得
額
以
内
に
な
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
労
働
時
間
を
調
整
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
ジ
ェ
イ
ソ
・
ル
イ
ス
が
コ
・
五
人
稼

得
者
モ
デ
ル
」
（
H
、
①
♂
〈
一
ω
　
b
Q
O
O
H
）
と
呼
ん
だ
新
し
い
性
別
分
業
は
経
済
不
況
期
に
始
ま
り
、
法
律
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
、
二
、
三
十
年
間

継
続
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
は
、
日
本
に
お
け
る
女
性
の
労
働
力
率
は
、
意
外
な
こ
と
に
大
部
分
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
高
か
っ
た

（
O
o
烹
鉱
鱒
O
＄
山
梨
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
で
は
大
幅
な
上
昇
が
起
こ
っ
た
の
に
対
し
、
沼
本
で
は

僅
か
な
変
化
し
か
起
き
な
か
っ
た
（
第
六
図
）
。
女
性
の
年
齢
溺
就
業
率
は
日
本
で
は
相
変
わ
ら
ず
M
字
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
大
部

分
の
ヨ
！
戸
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
の
国
々
で
、
第
二
の
人
口
転
換
と
同
時
に
起
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
の
変
化
は
、
日
本
で
は
一
九
八
○
年

代
の
家
族
主
義
的
な
改
革
の
た
め
に
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
日
本
は
一
九
八
○
年
代
に
持
っ
て
い
た
経
済
的
、

人
口
学
的
な
条
件
を
失
っ
た
。
一
九
九
一
－
二
年
に
バ
ブ
ル
経
済
が
最
終
的
に
崩
壊
し
た
と
き
、
日
本
経
済
の
長
期
間
の
停
滞
が
始
ま
っ
た
。



人
垣
学
的
な
好
条
件
も
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
高
齢
人
口
比
率
が
急
激
に
上
昇
し
二
〇
〇
八
年
に
は
ニ
ニ
・
一
％
に
達
し
世

界
最
高
を
示
し
た
（
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
b
。
〇
一
〇
）
（
第
七
図
）
。

　
こ
の
よ
う
な
劇
的
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
○
年
代
に
制
度
化
さ
れ
た
家
族
主
義
的
な
構
造
は
変
化
に
抵
抗
し
、
「
失
わ
れ
た

二
十
年
」
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
新
し
い
政
策
を
導
入
し
、
ケ
ア
の
社
会
化
を
目
指
す

と
称
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
家
族
主
義
的
な
理
念
に
依
然
と
し
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
介
護
保
険
は
、

施
設
介
護
で
は
な
く
、
家
族
に
基
盤
を
置
く
介
護
を
促
進
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
家
族
内
の
介
護
者
は
、
一
日
妾
た
り
何
時
間
か

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
を
雇
っ
て
補
助
を
も
ら
う
が
、
一
日
の
残
り
の
時
間
は
介
護
の
責
任
が
あ
り
、
ま
た
部
分
的
に
こ
の
介
護
の
た
め
に

支
払
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
自
己
負
担
分
に
よ
る
経
済
的
な
重
荷
の
た
め
に
苦
し
ん
で
い
る
（
O
o
三
p
。
冨
叶
鋤
ピ
・
。
O
お
｛
o
醜
昏
o
o
筥
ぎ
ひ
q
）
。

　
三
・
三
　
そ
の
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
自
由
主
義
的
家
族
主
義

　
日
本
以
外
の
菓
ア
ジ
ア
諸
国
は
日
本
と
は
非
常
に
異
な
る
経
験
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
、
近
代
は
さ
ら
に
圧
縮
さ
れ
て
発
現
し
、

福
祉
国
家
を
建
設
す
る
と
同
時
に
福
祉
の
劇
画
を
行
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
、
と
い
う
矛
盾
し
た
課
題
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

（
竃
ぐ
鋤
露
9
ρ
勺
Φ
昌
α
q
も
民
q
讐
ゴ
器
ぼ
“
。
O
O
ω
る
O
H
）
。
例
え
ば
、
韓
国
の
金
大
中
大
統
領
は
、
I
M
F
危
機
後
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
強
制
的
な
適
用
の
過
程
で
こ
の
問
題
に
直
面
し
て
、
社
会
福
祉
を
社
会
投
資
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
経
済
成
長
の

基
盤
と
し
て
建
設
す
る
「
生
産
的
な
福
祉
」
と
い
う
概
念
を
生
み
出
し
た
。
六
つ
の
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
現
場
の
研
究
に
基
づ
い
て
、

我
々
の
研
究
チ
ー
ム
は
育
児
と
介
護
の
分
担
の
パ
タ
ー
ン
を
比
較
す
る
た
め
の
枠
組
み
を
提
唱
し
た
（
○
。
三
紅
玉
四
竃
。
一
〇
曙
卜
。
O
O
。
。
w
O
。
匪
蝕

・。

n
O
O
）
。
一
つ
の
目
立
っ
た
発
見
は
、
い
く
つ
か
の
社
会
に
お
い
て
市
場
部
門
の
果
た
し
て
い
る
役
割
の
大
き
さ
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
保
育
と
高
齢
者
介
護
、
台
湾
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
で
は
、
家
庭
内
で
雇
用
さ
れ
る
外
国
人
の
家
事
労
働
者
や
介
護
労
働
者
が
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
内
に
お
け
る
多
様
性
の
大
き
さ
が
、
国
境
を
越
え
た
家
事
労
働
者
と
介
護
労
働
者
の
移

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

二
三
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動
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
労
働
市
場
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
家
族
は
、
年
老
い
た
両
親
は
家
で
薗
倒
を
見
る
べ
き
だ
、
と
い

う
家
族
主
義
的
な
説
明
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
行
う
の
は
外
国
人
労
働
者
た
ち
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
違
う
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

で
言
え
ば
、
こ
う
し
た
家
族
は
親
孝
行
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
向
を
「
自
由
主
義
的
家
族
主
義
」
と
呼
ん
で
お
こ

う
。　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
に
も
、
外
国
人
の
家
事
労
働
者
、
介
護
労
働
者
が
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
労
働
者
全
体
の
中
の
、

家
事
労
働
者
、
介
護
労
働
者
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
数
字
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
香
港
五
七
・
五
％
、
台
湾
二
六
・
六
％
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
一
七
・
八
％
、
ス
ペ
イ
ン
一
六
・
四
％
、
イ
タ
リ
ア
一
〇
・
四
％
、
フ
ラ
ン
ス
七
・
一
一
％
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
二
・
○
％
、
ド
イ

ツ
○
・
六
％
、
英
国
○
・
五
％
（
》
ω
簿
o
b
。
〇
一
〇
）
。
こ
の
数
字
は
、
外
国
人
女
性
の
家
事
労
働
と
介
護
労
働
に
、
東
ア
ジ
ア
社
会
が
ど
れ
ほ

ど
依
存
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
唯
一
比
較
可
能
な
社
会
は
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
が
、
南
欧
社
会
は

家
族
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
の
家
事
労
働
と
介
護
労
働
に
お
け
る
雇
用
は
、
家
族
主
義
に
た
い
す
る
補
完

な
の
で
あ
る
。
安
里
和
晃
は
、
「
外
国
入
家
事
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
を
福
祉
供
給
の
単
位
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
す
る
偏

政
策
を
家
族
化
（
貼
鋤
ヨ
凶
一
一
9
0
一
凶
N
鋤
け
一
〇
コ
）
政
策
と
命
名
し
て
い
る
。
彼
は
こ
こ
に
、
「
国
際
的
な
経
済
競
争
を
考
慮
し
て
」
「
福
祉
供
給
の
家
族

へ
の
外
注
」
を
も
く
ろ
む
政
府
の
意
図
を
見
る
（
〉
ω
鉾
o
b
。
O
H
ρ
。
。
。
。
）
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
あ
る
い
は
台
湾
と
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
と
い
う
解
決
策
の
欠
如
は
、
驚
く
べ
き
も

の
で
あ
る
。
日
本
の
入
国
管
理
政
策
は
、
外
国
人
未
熟
練
労
働
者
に
対
す
る
入
国
ビ
ザ
発
給
を
行
わ
な
い
た
め
、
日
本
国
内
に
は
、
外
国
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
家
事
労
働
者
、
介
護
労
働
者
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
（
U
一
①
♂
＜
－
O
O
び
一
Q
一
　
餌
鵠
島
H
ω
げ
瞭
（
餌
♂
〈
9
　
N
O
H
O
）
。
家
族
制
度
の
強
化
と
同
じ
よ
う
に
、

日
本
は
一
九
六
〇
年
代
の
シ
ス
テ
ム
を
堅
持
し
、
社
会
の
根
底
か
ら
の
変
容
に
直
面
し
て
も
、
数
多
く
の
側
面
に
お
い
て
変
化
に
抵
抗
し
て

い
る
。
日
本
は
、
そ
の
「
半
圧
縮
近
代
」
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
第
一
の
近
代
」
に
類
似
し
た
構
造
を
創
り
出
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
成
熟
さ
せ
る
十
分
な
時
間
を
持
た
ず
、
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
て
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
こ
と
も
な
か

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

二
五
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二
六

つ
た
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
は
、
日
本
よ
り
さ
ら
に
限
ら
れ
た
時
間
で
の
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
と
い
う
条
件
の
も
と
、

わ
ず
か
な
安
定
に
至
る
こ
と
も
な
く
、
不
断
の
変
化
を
続
け
て
き
た
。
例
え
ば
、
近
代
初
期
に
お
い
て
は
、
家
事
労
働
者
を
雇
用
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
普
通
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
そ
の
集
団
記
憶
が
ま
だ
失
わ
れ
な
い
う
ち
に
、
日
本
以
外
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
外
国
籍
の
家
事
労
働

者
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
場
合
、
近
代
に
な
っ
て
構
築
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
障
害
物
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
家
族
主
義
は
、
現
実
に
は
多
様
な
現
れ
方
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
場
か
ら
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
自
由
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

的
家
族
主
義
の
場
合
で
も
、
ケ
ア
の
費
用
を
負
担
す
る
責
任
は
、
主
に
家
族
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
自
由
主
義
的
家
族
主
義
が
、

家
族
主
義
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
こ
う
し
た
社
会
に
お
け
る
出
生
率
が
や
は
り
低
い
理
由
で
も
あ
る
。
経
済
的
に
不
利
な
状
況
に
お

か
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
経
済
薗
で
の
負
担
は
極
め
て
大
き
い
。
自
由
主
義
的
家
族
主
義
の
社
会
に
お
い
て
、
一
九
九
七
－
八
年
の
経
済
危

機
の
衝
撃
が
と
り
わ
け
激
し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

四
　
結

払fiwa

　
東
ア
ジ
ア
が
第
二
の
人
口
転
換
を
経
験
し
て
い
る
か
、
と
い
う
第
一
の
問
い
に
対
し
て
の
答
え
は
肯
定
で
も
否
定
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

｝
見
し
た
と
こ
ろ
、
菓
ア
ジ
ア
で
現
在
起
こ
っ
て
い
る
人
口
学
的
変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
が
、
本

質
的
に
は
相
当
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
、
台
湾
、
香
港
に
お
け
る
出
生
率
は
、
「
極
低
出
生
率
」
と
い
う
世
界
的
に
も
低
い
水

準
に
落
ち
て
い
る
。
離
婚
率
、
初
婚
年
齢
、
生
涯
独
身
率
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
同
棲
の
増
加
は
遅
く
、
婚
姻
外
の
出
産
は
忌
避
さ
れ
て
い

る
。
増
加
す
る
国
際
結
婚
と
出
生
に
お
け
る
高
い
性
比
は
東
ア
ジ
ア
型
の
第
一
　
次
人
口
転
換
の
特
別
な
要
素
で
あ
る
。
愛
情
以
上
に
義
務
と

責
任
の
制
度
と
し
て
の
婚
姻
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
い
ま
だ
不
動
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
家
族
関
係
は
ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
お
い
て
社

会
資
源
か
ら
リ
ス
ク
へ
と
変
貌
し
、
家
族
と
い
う
負
担
か
ら
逃
れ
る
リ
ス
ク
園
避
的
な
燗
入
戸
が
起
こ
っ
た
。



　
第
二
の
設
問
に
対
す
る
回
答
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
菓
ア
ジ
ア
に
お
け
る
入
口
転
換
と
家
族
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
個
人
主
義
で
は

な
く
、
家
族
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
族
主
義
が
東
ア
ジ
ア
で
盛
ん
な
の
は
、
文
化
的
な
要
素
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
圧

縮
さ
れ
た
近
代
」
と
い
う
共
通
の
社
会
的
条
件
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
「
半
圧
縮
近
代
」
に
お
け
る
｛
九
八
○
年
代
の
時
代

錯
誤
的
な
家
族
主
義
的
改
革
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
家
族
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
を
強
化
し
、
一
九
九
〇
年
代
の
経
済
的
、
入
口
学
的
な
変
化

へ
の
適
応
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
「
失
わ
れ
た
二
十
年
」
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
よ
り
強

度
に
「
圧
縮
さ
れ
た
近
代
」
を
経
験
し
た
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
で
は
、
家
族
の
名
の
も
と
に
国
際
市
場
を
利
用
す
る
自
由
主
義
的
家
族
主
義

の
路
線
を
選
択
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
近
代
の
圧
縮
度
の
違
い
が
、
我
々
が
現
在
目
に
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
の
家
族
主
義
の
多
様
性
を

生
み
出
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
の
家
族
主
義
も
、
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
違
い
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
純
正
な
家
族
主
義
は
変
貌
す
る
世
界
に
対
す
る
柔
軟
性
と
適
応
力
を
圧
殺
し
、
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
に

お
け
る
自
由
主
義
的
家
族
主
義
は
、
経
済
的
に
不
利
な
人
々
の
無
慈
悲
な
社
会
的
排
除
を
結
果
的
に
生
み
出
し
た
。
近
い
将
来
、
他
の
東
ア

ジ
ア
社
会
が
今
日
の
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
齢
化
し
た
と
き
、
革
命
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
変
更
を
行
わ
な
い
な
ら
ぽ
、
東
ア
ジ
ア
の

社
会
的
再
生
産
は
、
現
在
以
上
に
深
刻
な
局
面
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
。
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生
労
働
省
b
。
0
8
人
口
動
態
統
計
特
殊
報
告
出
生
に
関
す
る
統
計

宮
本
太
郎
・
イ
ト
ペ
ソ
グ
・
埋
橋
孝
文
邸
O
O
ω
日
本
型
福
祉
国
家
の
位
置
と
動
態
　
イ
ヨ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
ア
ン
デ
ル
セ
ン
編
『
転
換
す
る
福
祉
国
家
魅
早

　
稲
田
大
学
出
版
会

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
Z
弓
ω
Q
o
即
）
卜
。
0
8
出
生
動
向
基
本
調
査

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
Z
圃
勺
ω
ω
丙
）
b
。
O
一
〇
人
口
統
計
資
料
集

落
合
恵
美
子
ω
O
零
グ
μ
ー
パ
ル
化
す
る
家
族
－
台
湾
の
外
国
人
家
事
労
働
者
と
外
国
人
妻
　
紀
平
英
作
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
人
文
学
㎏
京
都
大

　
学
出
版
会

O
o
ぼ
鉱
両
ヨ
節
。
“
。
0
8
．
0
漢
Φ
α
丁
田
。
巳
ω
鋤
a
≦
Φ
H
h
費
Φ
お
び
q
圃
鑓
①
ω
自
国
蕩
け
碧
島
ω
o
暮
げ
－
国
器
什
》
ω
剛
毬
ω
o
o
凶
Φ
凱
Φ
ω
”
ぴ
ユ
猪
冒
α
q
貯
ヨ
凶
ζ
Q
自
国
ξ
Φ
鼻
翼
お

　
ω
O
o
δ
一
〇
騎
ざ
ミ
討
§
ミ
帖
§
ミ
鳶
国
ヘ
ミ
ミ
ミ
ξ
§
8
恥
留
亀
ミ
§
同
G
。
n
①
O
－
刈
。
。
．

O
o
乾
蝕
国
ヨ
欝
。
』
O
H
O
騨
困
①
0
8
ω
＃
8
け
δ
づ
。
願
ぎ
ニ
ヨ
簿
①
碧
α
2
配
一
〇
ω
9
禽
Φ
ω
冒
》
ω
圃
器
ヨ
。
長
唄
騨
質
疑
葦
登
軽
口
ω
ヨ
9
。
路
儀
び
2
0
＆
’
冒
黛
§
ミ
ミ

　
詮
翫
§
ミ
翁
9
嵩
織
℃
導
欝
9
曹
、
⑩
ω
O
”
b
。
1
器
．

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

二
九
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三
〇

O
O
ず
圃
9
0
｛
轡
屋
訟
（
P
b
o
O
H
O
ぴ
。
〇
四
円
Φ
鴨
Φ
伊
q
泥
引
①
乙
。
凶
具
〉
ω
圃
勲
く
四
ほ
①
餓
①
ω
O
h
同
旨
ヨ
出
一
景
目
ω
ヨ
｛
護
ω
圃
×
国
p
o
ω
け
鋤
ロ
α
ω
O
鷲
け
ぴ
Φ
餌
ω
櫛
》
忽
鋤
コ
ω
O
O
δ
甑
Φ
ω
．
勺
「
Φ
の
①
昌
け
Φ
α
簿
け
竃
p
Ω
×

　
℃
｝
鋤
β
巳
（
円
誰
ω
口
け
二
け
ゆ
h
O
『
］
）
Φ
ヨ
O
け
Q
門
鋤
℃
置
8
菊
①
ω
Φ
餌
『
O
『

0
0
げ
一
陽
一
国
B
＝
《
O
．
b
つ
〇
一
一
．
い
O
く
①
四
昌
山
一
蹴
Φ
一
コ
ω
O
償
け
げ
≦
Φ
ω
浄
O
戦
影
一
餌
℃
飛
雲
”
け
げ
⑦
ω
け
O
曰
く
O
臨
鋤
O
箒
Φ
一
財
⊆
護
匹
門
Φ
創
－
く
Φ
9
0
穏
一
O
一
景
一
腰
α
ざ
二
戸
§
犠
、
島
＼
G
O
§
黛
ミ
識
唱
恥

　
隷
鳩
き
艦
セ
の
篤
黛
職
紬
防
心
N
I
ω
”
ω
㊤
り
一
蒔
O
ρ

O
O
げ
一
P
一
国
誉
＝
〈
9
》
σ
①
》
く
p
o
博
¢
N
二
げ
拶
ω
H
臨
↓
餌
昇
蝉
｛
蠕
ヨ
一
讐
］
ワ
餌
∋
一
《
四
嘱
¢
搾
〇
四
声
匹
ω
7
鵠
（
餌
け
聾
ζ
鋤
ω
p
◎
け
ρ
い
⊃
O
一
b
⊃
（
h
O
洋
プ
O
O
ヨ
一
讃
ひ
q
）
曾
↓
げ
①
も
。
霧
二
σ
Q
α
q
冨
餌
α
q
餌
圃
づ
ω
骨

　
削
壁
ヨ
鳶
職
幾
嵩
の
黙
睦
鴨
①
0
9
蝋
㎞
α
q
霞
，
一
嵩
ひ
討
ひ
騨
①
O
曽
「
Φ
島
一
尉
箒
帰
O
コ
瓜
h
鵠
遍
鋤
O
閏
野
↓
ン
①
唱
O
血
目
O
銑
再
出
鳥
匂
◎
O
鼠
巴
①
O
O
嵩
9
鵠
団
O
剛
O
潜
『
Q
脱
Φ
の
の
出
門
O
膨
q
①
℃
O
簿
9
Q
2
％
國
G
り
H
）
．

O
O
げ
凶
餌
一
閃
ヨ
鵠
（
0
9
0
嵩
α
ゆ
鋤
吋
ぴ
鶴
円
鋤
鼠
O
一
〇
欝
ざ
昏
o
O
O
o
Q
．
＼
房
ミ
げ
器
恥
ミ
§
O
き
驚
誘
、
q
ミ
帖
薦
α
q
鳴
§
織
偽
、
さ
膏
恥
輿
蕊
蹴
ら
、
職
、
職
ら
黛
乾
臨
ミ
ミ
O
憂
凡
謡
野
晒
貸
§
“

　
⑦
ミ
駄
壽
恥
蕊
聾
》
恥
貯
嵩
も
つ
O
職
ミ
凡
恥
鯵
閃
O
＝
ハ
Φ
匂
◎
け
O
雛
ρ
剛
（
Φ
コ
け
○
δ
σ
餌
｝
O
ユ
①
謎
叶
巴
．

O
O
ぴ
一
p
Ω
一
国
一
昌
＝
（
O
鋤
紙
魚
Z
餌
搾
p
ρ
雛
ヨ
餌
フ
内
騨
ω
⊆
ぽ
圃
吋
O
。
卜
O
O
H
O
■
O
げ
巨
鳥
巴
①
冨
O
質
け
一
O
｛
一
≦
①
創
一
〇
〇
詳
圃
障
簿
一
蝉
℃
蝉
二
Φ
ω
①
ω
Φ
鋤
ω
一
位
⑦
く
肖
鼠
曽
ぴ
q
①
”
國
o
Q
I
一
㊤
け
7
0
①
コ
け
＝
ユ
①
¢

　
勺
吋
①
ω
①
P
け
Φ
負
餌
け
肯
げ
⑦
鋤
溢
う
二
巴
ヨ
Φ
①
什
ぎ
ひ
q
O
h
ω
ω
出
｝
（
ω
O
O
㌶
一
ω
O
圃
Φ
嵩
O
①
嵩
凶
ω
け
O
吋
《
》
ω
ω
0
0
㌶
鉱
O
昌
）
置
畳
島
ヨ
〇
三
〇
9
轟
ウ
q
O
・

℃
鋤
白
房
≦
野
田
P
菊
鉱
欝
㎞
海
浜
篇
℃
若
侍
甑
9
効
¢
げ
①
脱
O
㎞
Φ
胤
ω
．
卜
Q
O
O
Q
Q
●
薯
　
ミ
ミ
斡
黛
弓
勢
§
暗
ミ
赴
偽
蕊
気
遣
這
同
署
貸
㍉
§
ト
野
§
ミ
．
§
縞
蕊
暗
ミ
職
も
蕊
恥
遣
四
聖
誌
§
津
Z
⑦
≦
・

　
］
）
色
ぴ
同
　
ω
蝉
α
q
ρ

瀬
地
山
角
お
8
『
東
ア
ジ
ア
の
家
父
長
制
㎞
勤
草
書
房

ω
一
冨
ぴ
q
餌
℃
O
畦
①
O
O
く
②
村
溢
ヨ
Φ
⇔
戸
U
Φ
℃
9
ρ
目
曾
筥
㊦
空
け
O
暁
Q
Q
叶
餌
甑
ω
瓜
O
ψ
b
Q
O
O
㊤
．
の
ミ
裁
無
勘
恥
O
器
さ
憶
ミ
．
§
寝
謡
織
b
ご
Q
§
驚
◆

ω
け
餌
甑
ω
瓢
O
ω
函
O
残
①
9
■
N
O
O
Q
o
．
切
O
偽
帖
額
、
　
ぎ
謡
｝
恥
O
塗
「

ω
q
拶
鎧
ひ
Q
ぴ
餌
ジ
勺
①
蝿
嵩
P
》
昌
ひ
q
①
嬬
ぬ
質
O
O
げ
9
P
O
鋤
く
一
二
｝
O
轟
O
ρ
Φ
島
ω
・
い
O
O
O
o
◎
．
q
鳶
ミ
ー
N
O
ミ
誉
田
栽
暁
耐
一
門
寒
昏
ミ
昏
出
鴇
翁
牒
誌
嵩
鼻
ミ
賠
嵩
鳴
的
黛
蕊
駄
旨
O
職
曼
蹄
の
ミ
8
㌧

　
轡
O
昌
α
O
員
海
O
償
鷺
①
匹
ひ
q
¢

菅
桂
太
N
O
お
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
少
子
化
要
困
の
分
析
　
鈴
木
透
編
『
東
ア
ジ
ア
の
家
族
人
口
学
的
変
動
と
家
族
政
策
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
聴

　
　
（
厚
生
労
働
科
研
報
告
書
）
冨
圃
－
H
①
O

ω
窩
降
口
）
Φ
1
瓢
ω
一
ニ
コ
α
q
■
b
⊇
O
O
O
・
O
節
¢
ω
Φ
ω
飴
溢
鳥
「
Φ
ω
鴛
岸
ω
O
h
一
〇
≦
｛
①
畳
表
＝
け
賓
圃
コ
↓
巴
≦
昌
昌
．
∩
す
篭
曽
§
袋
器
帖
量
b
Q
q
災
魯
ミ
幽
冥
妹
O
国
ミ
識
笥
、
貯
ド
昏
δ
伊
継
目
一
二
切
・
（
圃
鵠
0
｝
臨
コ
①
ω
Φ
）

鈴
木
透
N
O
一
〇
9
ポ
ス
ト
近
代
化
と
東
ア
ジ
ア
の
極
低
出
生
力
門
人
臼
聞
題
研
究
㎞
①
①
山
…
H
為

鈴
木
透
編
b
。
O
＄
げ
『
東
ア
ジ
ア
の
家
族
人
熱
学
的
変
勤
と
家
族
政
策
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
紬
（
厚
生
労
働
科
研
報
告
書
）

6
毘
髪
蝉
鄭
竃
一
瓢
圃
ω
け
巴
鴇
O
噛
H
コ
酢
Φ
ユ
O
唇
ト
の
O
同
O
’
N
）
ミ
器
轟
§
》
烏
ぎ
蕃
O
O
≧



田
中
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性
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学
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論
文

d
三
8
伍
Z
餌
甑
8
ω
ω
重
合
け
一
8
U
間
く
匠
◎
p
悼
O
O
。
。
．
b
恥
ミ
薦
§
ミ
偽
二
二
さ
。
簿
吋
Q
誌
●
（
冥
8
”
＼
＼
呂
ω
β
努
旨
b
蹟
＼
琶
巴
＼
匹
Φ
ヨ
。
ぴ
q
屈
巷
三
〇
＼
箕
。
脅
9
ω
＼

　
身
び
＼
身
9
0
0
。
。
■
算
巨
）

〈
8
α
Φ
囲
。
斜
∪
同
。
開
一
」
O
。
。
刈
■
国
霞
8
①
、
ω
ω
①
8
巳
勢
多
。
ひ
q
鑓
O
鐵
。
自
碧
ω
一
賦
8
◆
§
ミ
ミ
帖
§
駒
ミ
ミ
§
心
b
。
山
■
登
呂
自
費
8
目
℃
8
巳
鋤
凱
。
田
鼠
駄
興
象
8

　
じ
u
震
Φ
餌
鐸

く
。
α
q
Φ
押
国
N
「
p
H
Φ
お
．
ミ
§
田
部
ミ
ミ
ぴ
ミ
§
頸
旨
旨
§
。
・
尋
鳩
郎
§
隠
蟹
§
O
o
ヨ
驚
圃
猪
や
竃
器
ω
」
国
鋤
吋
毒
a
q
三
く
Φ
邑
家
老
⑦
ω
ω
■

山
田
昌
弘
b
Q
O
O
一
家
族
と
い
う
リ
ス
ク
　
勤
草
書
房

山
地
久
美
子
N
O
H
Φ
韓
国
社
会
の
多
文
化
家
族
と
支
援
政
策
　
鈴
木
透
編
噸
東
ア
ジ
ア
の
家
族
人
口
学
的
変
動
と
家
族
政
策
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究
臨
（
厚

　
生
労
働
科
研
報
告
書
）
邑
－
O
。
。

毎
日
新
聞
笛
O
嵩
セ
ッ
ク
ス
無
関
心
が
倍
増
　
！
月
1
2
日
付
（
馨
ε
”
＼
＼
ヨ
p
。
同
鉱
。
ぼ
な
＼
ω
①
竃
9
＼
≦
紅
血
巴
＼
p
Φ
白
ω
鳶
O
目
O
に
。
。
醤
O
O
8
ヨ
O
合
O
齢
O
O
O
P
騨
け
巨
∀

　
　
注

（
1
）
　
本
論
文
で
は
東
ア
ジ
ア
の
人
名
は
、
東
ア
ジ
ア
式
に
姓
を
最
初
に
つ
け
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
）
　
香
港
の
出
生
率
は
　
九
九
三
年
代
か
ら
一
・
三
以
下
で
あ
る
が
、
一
九
九
七
年
に
は
中
国
に
返
還
さ
れ
た
の
で
、
政
治
的
状
況
に
関
し
て
は
、
同
じ

意
味
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
）
　
「
第
二
の
近
代
」
と
い
う
述
語
は
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ペ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
近
代
青
灯
の
社
会
に
比
べ
て
、
幾
つ
か
の
面
で
明
ら
か
に
異

　
な
る
現
代
社
会
の
出
来
事
を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
「
第
二
の
近
代
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
を
意
味
す
る
概
念
と
さ
れ
る
。

前
者
の
古
典
的
な
近
代
を
ペ
ッ
ク
は
「
第
一
の
近
代
」
と
呼
ぶ
。
彼
は
こ
れ
ら
二
つ
の
近
代
を
二
つ
の
人
目
転
換
に
関
係
づ
け
て
定
義
し
な
か
っ
た
が
、

私
は
関
係
づ
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
私
は
、
第
一
の
人
口
転
換
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
を
「
第
一
の
近
代
」
、
第
二
の
人
口
転
換
に
よ

　
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
を
、
「
第
二
の
近
代
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
（
O
o
三
巴
b
。
O
H
O
p
）
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
結
婚
移
民
に
つ
い
て
は
、
℃
巴
鼠
≦
巴
p
9
霞
匹
G
σ
巽
。
一
（
邸
O
O
O
。
）
を
参
照
。

定
住
し
て
い
る
外
国
人
と
日
本
人
と
の
翻
際
結
婚
は
、
政
府
や
業
者
に
よ
る
斡
旋
と
は
関
係
な
く
増
加
し
て
い
る
。

越
境
結
婚
と
い
う
用
語
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
台
湾
と
大
陸
の
間
の
結
婚
を
含
ん
で
い
る
。

東
ア
ジ
ア
の
低
出
生
率
と
家
族
主
義

一
三
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（
7
）
　
新
婦
の
二
八
・
○
％
は
非
台
湾
人
で
あ
る
。

（
8
）
　
徳
川
時
代
の
日
本
に
つ
い
て
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
東
北
地
方
で
は
高
い
出
生
性
比
が
～
九
世
紀
初
め
ま
で
保
た
れ
て
い

　
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
性
劉
選
択
的
嬰
児
殺
に
よ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
徳
廻
聴
代
末
か
ら
性
比
は
パ
ラ
ソ
ス
の
と
れ
た
も
の
に
な
り
、
一

　
九
五
〇
年
代
の
出
生
力
転
換
の
時
期
に
も
性
比
の
偏
り
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

（
9
）
　
日
本
の
社
会
学
者
山
田
昌
弘
も
、
家
族
を
リ
ス
ク
の
原
因
と
見
な
す
考
え
方
を
提
出
し
て
い
る
（
山
田
卜
。
O
O
一
）
。

（
1
0
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
小
島
は
日
本
の
学
歴
の
高
い
女
性
が
、
同
棲
を
選
ぶ
二
〇
〇
〇
年
以
後
の
新
し
い
傾
向
を
発
見
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
薪
し
い
ラ

　
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発
現
と
も
解
釈
で
き
る
（
小
島
卜
。
＄
O
麟
）
。

（
1
1
）
　
九
州
の
東
シ
ナ
海
沿
岸
地
域
の
事
例
。

（
1
2
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
発
展
を
キ
リ
ス
ト
教
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
歴
史
に
根
拠

　
を
求
め
る
説
明
も
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
グ
デ
ィ
が
描
い
た
よ
う
に
（
O
o
o
畠
お
・
。
ω
）
、
教
会
が
弱
者
や
障
害
者
の
面
倒
を
停
る
役
割
を

　
家
族
に
代
わ
っ
て
担
っ
て
い
た
と
い
う
過
程
が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
お
け
る
家
族
主
義
が
、
依
然
と

　
し
て
維
持
さ
れ
て
来
た
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
強
化
さ
れ
て
い
た
、
理
由
を
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
1
3
）
　
安
里
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
労
働
者
は
家
族
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
家
族
に
類
似
し
た
代
理
の
成
員
、
内
部
の
者
と
し
て
「
家
族
同
様
な
他
人
扁

　
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
外
国
人
の
家
内
労
働
者
を
雇
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
に
は
、
地
域
間
の
結
婚
が
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
存
在
す
る
。
「
家

　
族
内
の
福
祉
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
、
外
国
人
の
家
事
労
働
者
と
結
婚
移
民
は
類
似
し
て
い
る
扁
（
》
。
。
葺
o
N
O
一
ρ
ゆ
。
。
）
。

（
1
4
）
　
日
本
は
最
近
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
府
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
介
護
労
働
考
を
麿
護
士
の
候
補
者
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
彼

　
ら
は
非
常
に
少
数
で
あ
り
、
ま
た
、
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
（
安
墨
画
0
8
）
。

（
1
5
）
　
嬢
本
の
介
護
保
険
に
よ
っ
て
翻
出
さ
れ
た
市
場
も
、
同
様
の
轍
…
造
を
持
っ
て
い
る
（
O
o
窯
繊
簿
鋤
一
．
昏
。
O
旨
｛
o
減
ぴ
o
o
ヨ
肖
コ
ひ
q
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
皇
　
お
ち
あ
い
・
え
み
こ
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
／
社
会
学
）



THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN
ARTICLES　IN　TE［IS　ISSUE

Low　Fertility　and　Familialism　in　East　Asia

　　　　　　　Japan　as　a　semi－compressed　modernity

　　　　Emiko　OCHIAI

　　Professor　of　Sociology

Graduate　School　of　Letters

　　　　l〈yoto　University

　　The　first　question　of　this　article　is　whether　we　can　consider　that　East　Asia　is

going　through　a　second　demographic　transition，　just　lil〈e　Europe．　The　second

question　is　whether　individualism　is　also　the　cause　for　the　low　fertility　in　East　Asia．

　　The　answer　to　the　first　question　is　both　yes　and　no，　because　the　demographic

changes　currently　underway　in　East　Asia　have　similarities　to　those　in　Europe　and

North　America，　but　there　are　considerable　differences　in　essence．　Fertility　in

Korea，　Taiwan　and　Hong　Kong　has　decllned　to　a肥w　global　low　level．　The　rise　in

cohabitation　is　slow　and　births　out　of　wedlock　are　avoided．　Marriage　as　an

institution　of　duty　and　responsibility　rather　than　intimacy　is　still　intact　in　East

Asia．　Because　of　that，　when　family　relationships　changed　from　being　social

resources　to　being　risks　during　the　economic　crisis，　risk－aversive　individua｝ization

occurred　to　avoid　the　burden　of　a　family．　The　answer　to　the　second　question，

therefore，　is　that　it　was　not　individualism　but　familialism　that　is　causing　the

current　demographic　and　family　changes　in　East　Asia．

　　The　cause　of　the　prevalence　of　familialism　in　East　Asia　is　not　primarily　cultural

factors，　but　compressed　modernity．　ln　the　semi－compressed　modernity　in　Japan，

the　anachronistic　familialist　reform　of　the　1980s　consolidated　the　family　and

gender　structure　of　the　1960s，　which　then　resisted　the　economic　and　demographic

changes　in　the　1990s，　resulting　in　the　“lost　decades”　since　then．　ln　contrast，　in　other

East　Asian　societies　that　experienced　a　much　stronger　compression　of　modernity

tool〈　a　course　of　liberal　familialism　tltat　makes　use　of　the　global　marl〈et　in　the
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name　of　the　family．　We　may　say　that　both　types　of　familialism　have　failed　in

constructing　a　sustainable　social　system．

Xing「形」and　Qixiang氣象

　　　　　　　　　　　　　Bunri　UsAMI

Professor　of　the　History　of　Chinese　Philosophy

　　　　　　　　Graduate　School　of　Letters

　　　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　This　article　examines　following　two　issues　to　appreciate　the　concepts　of　xing

and　qixiang：the　first　issue　is　about　the　concept　of‘xiongzhongqiuhe胸中丘盤’in

the　theory　of　Chinese　shanshui山水painting，　and　the　second　is　about　Guoxi郭煕，

a　painter　in　Song宋era，　and　his　work　of“Zaochuntu早春圖．”

　　Dao道is　an　invisible　concept．　In　contrast，　qi器is　a　visible　entity．　Xing　is　a

visible　entity　in　the　same　way　as　qi　is，　because　xing　has　its　physical　object．　On　the

other　hand，　qixiang　is　an　invisible　but　perceptible　entity，　and　the　only　painters　who

truly　appreciate　dao　could　draw　qixiang．　For　premodern　Chinese　people，　the

invisible　concept　of　dao　was　much　more　important　than　the　visible　entity　of　qi．

This　thought　has　strongly　affected　the　Chinese　painting　from　ancient　periods．　For

this　reason，　traditionally，　Chinese　painters　attempted　to　draw　essential　images　of

xing　without　being　concerned　to　particular　visible　forms　of　xing，　even　though

painting　is　certainly　the　visual　art．

　　The　Chinese　painting　of　shanshui　is　also　affected　by　the　traditionai　thought．

‘Xiongzhongqiuhe’　has　been　a　very　important　issue　of　Chinese　painting　theory，　and

it　is　related　to　essential　images　of　landscape　beyond　the　reality　of　xing．　Many

theorists　have　been　discussing　about　what　should　be　landscape　images　idealized　by

painters　in　their　mind．　This　article　demonstrates　that　‘xiongzhongqiuhe’　has

another　meaning　of　optimum　and　supreme　mental　attitudes　with　which　painters

draw　their　ideal　landscapes．

　　Regardless　of　these　theoretical　discussion，　Guoxi，　an　outstanding　shanshui

painter　in　Song　era，　succeeded　in　presenting　his　own　ideal　landscape　images．
tt

yaochuntu”　is　one　of　his　greatest　masterpeaces．　He　pursued　to　draw　his　ideal

landscape　images　that　were　faint，　vague　and　without　clear　visible　forms．　His

tt
yaochuntu”　is　quite　different　from　realistic　pictures　of　xing．　lt　seems　to　present
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